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事業対象
 最終的な対象

台東区内に住所を有する１歳から６歳（就学前）までの健康で集団生活が可能な児童
同上

2,490

15,862

２９年度

3,740

0

30,193

9,480

　 いっとき保育事業運営委託内容
国・都

主に、在宅で子育てをしている保護者のリフレッシュを目的とし、時間単位で子供を保育することにより、子育てをしている保護
者の精神的・身体的負担軽減を図り、子育てに対する不安感や負担感を解消する。

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

2,933

8,765

活動指標

事務事業コスト

(単位：千円)

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

221

評価の理由

実績

10

 直接の対象

利用者一人あたりの利用回数や、一回あたりの利用時間が増加している。多様な保育ニーズに対応するため
にも、引き続き本事業の必要性は高い。

いっとき保育利用料の収め忘れなどによる新たな未納を発生させないために、早期の納付勧奨を実施し未納の
発生の防止を行った。

22,584 26,747 27,260
　
　　決算額　(単位：千円)

種　別

26,747

２８年度

成果指標

2,005　人にかかるコスト（人件費など）

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

24,590

22,585

３１年度

目標値

17,688　一般財源（区負担額） 12,222

4,308

2,230

手段の適切性
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効率性

事
務
事
業
の
実
績 0　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

15,189

16,597

2,428

15,073

3,620

18,000

利用回数

利用時間

今後の方向性

改善

［総合評価］※上記４つの視点を踏まえ、事業全体を評価。区民生活への影響を十分考慮すること。

子供を一時的に保育し、保護者の精神的・身体的な負担軽減を図ることで、児童虐待の未然防止
にもつながっている。より多くの区民が利用できるように空き情報の提供や利用方法の見直しを検
討し、利用者の利便性の向上を図る。

本事業は、社会福祉法人への委託事業である。同法人に対しては、ショートステイ・トワイライトステイ事業も委
託しており、両事業を組み合わせて利用できるなど利用者の利便性向上に寄与している。

直近の予約キャンセルが多く発生しているため、利用回数が減少した。

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

目的達成度 2

27,260
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平成３０年度　事務事業評価シート

（２）就学前児童に対する教育・保育の充実

児童福祉法、子ども・子育て支援法、台東区いっとき保育事業実施要綱根拠法令等

事務事業名 いっとき保育

　

子ども家庭支援センター

行政計画 事業NO. 計画事業名
事業の開始・終了年度

いっとき保育

事
務
事
業
の
概
要

[事業開始]

②多様な保育サービスの展開 

法令（義務）

一部委託

１．利用定員：１０人／時間
２．利用限度：８回／月
３．利用時間：午前９時から午後５時
４．利用料金：５００円／時間、昼食代４００円／１食、おやつ代１００円／１食
５．実施施設：ほうらい子育てサポートセンター

補助金の有無

3

財源項目

(単位：千円)

必要性

長期総合
計画体系

 [基本目標]

平成

年度[終了予定]

 [小　　柱]

〔法令等名〕

Ⅲ-２．次の世代の育成

 [施　　策]

年度

２７年度

いっとき保育利用料の未納対策を早期に実施したため、収入未済額が減少した。

8,792

28,977

3,576

２９年度

2,742 67.1%

83.7%

回

時間

２８年度

7,240

36,000

２７年度
単位

人

前回評価から29年度
に改善した事項

所
管

区民部

事業内容
[２９年度]

委託の有無

事業目的

実績

10

実績

10 10

指標の名称

利用定員

目標値

100.0%

達成率


